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令和６年度《学校経営計画》 
             名張市立梅が丘小学校  学校長 森永 美紀子  

１ 学校教育目標 

 

なかまと力を合わせて幸せをつくり出せる学校 

 
 

２ めざす学校像、児童・生徒像、教職員像、保護者・地域像 

○学校像 
○学ぶよろこび、つながるよろこびにあふれる魅力ある学校 

○保護者、地域とともに子どもを育む学校 

○児童・生徒像 

〇意欲的に学び 確かな学力を身に付ける子    

〇豊かな感性を持ち 自分もなかまも大切にできる子 

〇心身ともにたくましく 生き生きと活動する子 

○教職員像 

〇学校教育目標の具現化に向けチームで取り組む教職員 

○人権尊重の精神を基底に据え児童一人一人を大切にする教職員 

〇自らの資質を磨き、力量を高める教職員 

○保護者・地域像 
〇学校と連携して子どもを育てる保護者 

〇学校と連携して子どもを見守り育てる地域 

 

３ 学校の現状 本年度の改善方策 

主体的・対話的で深い学びに向けて、「わかった」

「できた」を実感できる授業の創造に取り組み、児

童の学力向上を図る。「学校は、学力向上に努めてい

る」【保護者アンケート】の結果は 94.3％の評価を得

ています。さらなる確かな学力の定着のためには、

「わかった」「できた」を実感できる授業への改善と

共に家庭学習の習慣化、読書活動の推進への取組が

必要です。 

「誰もが安心して生活できる居場所づくり、学校づ

くり」については、「なかまを大切にする子ども」

【保護者アンケート】97.2％、「安心して学習でき

る」【児童アンケート】87.8％と高評価となっていま

す。長期欠席や学校に来にくい児童への支援、いじ

め問題への対応等については、担任や担当だけでな

く、関係機関とも連携して取り組んできました。本

年度も引き続き取り組みます。また、「授業を安心し

て受けることができる」ことは、児童にとって一番

の居場所となります。学級づくり、授業づくりを大

切にする必要があります。 

コミュニティ・スクールとなり、５年目となりま

す。多くの学校教育活動に地域や保護者の協力を得

られるようになってきました。昨年度は、教職員が

学校運営協議会に参加し、CS カレンダー（地域学校

協働カリキュラム）について熟議しました。児童の

地域行事への協力も積極的に行いました。引き続

き、地域の活動へ児童の意見を取り上げるなどの場

の設定が必要です。 

 

○「わかった」「できた」を実感できる授業の創造 

主体的・対話的で深い学びに向けて、授業改善に取り

組み、児童の学力向上と学習意欲の向上を図ります。

授業のユニバーサルデザインの視点（「焦点化」「視覚

化」「共有化」）を土台に授業づくりに取り組み、友だ

ちの思いを受け止め、自分の考えを表現できる児童の

育成を目指します。ノート指導の充実に取り組みま

す。 

 

○豊かな人間関係と居場所づくり 

自分も仲間も大切にできる心情を養うとともに、誰も

が安心して生活できる居場所づくり、学校づくりを目

指します。児童一人一人の状況を理解し、教育相談や

ＳＣ，その他の関係機関との連携により不登校・長期

欠席児童を生まない学校づくりに努めます。 

 

 

○地域とともにある学校づくり 

学校運営協議会を通して、学校の現状とめざす子ども

の姿を共有し、その達成に向け保護者・地域と協働し

た取組を推進します。地域学校協働カリキュラムに基

づき、地域の力を活かして学校教育活動を充実させま

す。 

 

 



 

2 

 

４ 重点的な取組事項 

番

号 
内      容 

実施期間 

４ ５ ６ ７ ８ 

１ 
主体的・対話的で深い学びに向けて、「わかった」「できた」を実

感できる授業の創造に取り組み、児童の学力向上を図る。 
〇 〇 〇   

２ 
自分も仲間も大切にできる心情を養うとともに、誰もが安心して

生活できる居場所づくり、学校づくりを目指す。 
〇 〇 〇   

３ 
学校運営協議会を通して、学校の現状とめざす子どもの姿を共有

し、その達成に向け保護者・地域と協働した取組を推進する。 
〇 〇 〇   

 

 

５ 令和６年度の重点目標 
 

重点的な取組事項－１ 
主体的・対話的で深い学びに向けて、「わかった」「できた」を実感できる授業の創

造に取り組み、児童の学力向上を図る。 

Ａ 今年度の成果目標 

保護者アンケート 「教師は授業を工夫し、学力向上に努めている」・・・９０％以上 

児童アンケート  「思いや考えを伝えることができる」・・・９０％以上 

Ｂ 目標実現に向けた取組 

具体的な方策 

1 授業のユニバーサルデザインを土台とした校内研修の充実 

2 基礎学力の定着・学習意欲の向上をめざした授業の実施、ノート指導の充実 

3 言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想像力（創造力）を豊かにするための読書活動の充実 
 

重点的な取組事項－2 
自分も仲間も大切にできる心情を養うとともに、誰もが安心して生活できる居場所

づくり、学校づくりを目指す。 

Ａ 今年度の成果目標 

保護者アンケート 「学校はなかまを大切にする子どもを育てている」・・・９０％以上 

児童アンケート  「安心して学習することができる」・・・９０％以上 

Ｂ 目標実現に向けた取組 

具体的な方策 

1 時間・約束を守る、あいさつができる、思いやりの心を育むための「ちあお」の取組の推進 

2 人権感覚あふれる子ども・教職員を育むための人権・同和教育の推進 

3 お互いを認め合う学級づくり、ポジティブな行動支援で安心できる居場所の構築 
 

重点的な取組事項－3 
学校運営協議会を通して、学校の現状とめざす子どもの姿を共有し、その達成に向

け保護者・地域と協働した取組を推進する。 

Ａ 今年度の成果目標 

保護者アンケート 「通信や HP で教育方針や学校の様子がわかる」・・・９０％以上 

児童アンケート  「学校は、保護者・地域との連携を大切にしている」・・・９０％以上 

Ｂ 目標実現に向けた取組 

具体的な方策 

1 学校運営協議会の活性化と教職員・児童の参画 

2 保護者・地域と連携・協働した学校教育活動の推進 

3 学年だより・学校だよりの発行やホームページによる情報提供 
 


